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Arandom 　structUreplays 　an 　important　role 　in　wavepropagations ．　The　Anderson 　localization　is　well 　known 　in　electren

transport　theories．　In　acoustic 　propagations，1。calization 　ofsound 　may 　be　brought　about 　or　the　information　ofsource

positjon　may 　be　lost　by　the　localization．　 These　properties　of 　acoustic 　wave 　in　the　random 　field　are 　inves廿gated
through　a　Boundary　Element　Method （BEM ）and 　a　Finite　Difference　in　Time　Domain （FDTD ）．　The　localjzation　of

acoustic 　wave 　was 　observed 　in　2−dimensional　random 　rnedium 　by　a　numerical 　calculation ．　Infiuences　ofabsorptions
in　medium 　er　at　surfaces 　ofrandom 　obstacles 　on 　wave 　propagations　are　also 　investigated．

1．は じめ に

　電子輸送現象 に おい て Anderson 局在 とい わ れ る電 子の 波 動関

数が ラ ン ダ ム ネス の 影響 で 局在 し、電気 抵 抗 が 発 散す る 現象 が

知 られ て い る．〔1，2・3）古典 的 な 波動 現象 で あ る 電磁 波 な ど も フ

ラ ク タ ル 構造内 で の トラ ッ プ な どが 、実験的 に も 近 年調 べ られ

て い る。〔4・5）そ こ で 音波伝 搬 に 対 す る障害物 配 置 の ラ ン ダム ネ

ス の 影響 を数 値的検討 を 試み た。
　減衰 の 無 い 媒質 中 に ラ ン ダム な散乱 体が 存在す る空 間 での 波

動伝 搬 を、境 界要 素法 と時間 領域 差分 法 を用 い て 調 べ た．音波

の 局 在や、音源 方 向情報 の 喪 失等 の 結果 や 音波 の 拡散 等 の 性 質

を得 るこ とが で きた。媒 質 に 吸収性 が あ る場合 の 検討 し、そ う

い っ た 場 合 も ラ ン ダ ム ネ ス が 波 動 伝 搬 の 空 間 的性 質 に 影 響 を 与

え る こ とがわ か っ た。

2．減 衰の ない ラ ンダム 系で の 音 波伝 搬

　音波伝搬 に つ い て、周波数 領城 の 解析 に は 主に 境界要 素法 を、
時間領 域の 検 討に は 差 分法 を用 い た。

　Fig．1 に 500Hz で の 境 界 要素 法 に よ っ て 得 られ た 音響 エ ネル
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密度 を示 した。左 側 が 周 期的 な散 乱体 配 置の 場 合で 右側 が
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で 関 係 付け られ る。分 散の 時間 発 展 を Fig．2 に示 した。ラ ン ダ
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　 　 Fig．2　分散 の 時 間発展。左 、周 期配 列。右．ラ ン ダ ム 配列

ム 配 列で は分散 が時刻 に比例 して い る。そ うい っ た 空間 に おい

て 音波 は拡 散的に 伝 わ る こ と が 数値 的 に 示 され た。

3，減衰の あるラ ン ダム 系で の 音波伝 搬

　 次 に 媒質 に 吸収 が あ る場 含の 解 析 を 行 っ た。差 分 法 で 用 い ら

れ る粒子速度 V の 運動方程 式 に お い て
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とい う減衰係 数 α を 導 入 す る こ とで、減 衰 の あ る系 に対 す る数
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シ ョ ン を 行 っ た。音源 、障害 物 等 の 配 置 は 前節 で 説

明 を 行 っ た もの と 同 じ もの を用 い た c 全 空間 の 音響 エ ネル ギー

の 積 分 値 の 時 間 変化 を 調 べ た。減衰 が ない 場 合、最 大値 に つ い

て は 若 干 違 い が あ る が 、散 乱 体 の 配 置 自体 が 積 分値 の 時間 変化

は ほ ぼ等 しい こ とがわか っ た。同様 に 媒 質 に 減衰 が ある場 含で

も、散 乱 体の 配 置 自体は 音響 エ ネ ル ギーの 全 空 間積 分値 の 時 間

変化 に 大 きな影 響 を 与え な い こ とが わ か っ た。減衰 とラ ン ダム

ネス は空間分布 に 影響 を与 え るこ とが 数値計算上 観測 され た．
Fig．　l　Sound 　Energy　Disnibution　500Hz

ラ ン ダ ム な配 置 の 場 合を 示 して い る。
　次に 時間領域 の 解析 をス タガード格子 ヒの コ ン パ ク ト差 分 を

用い て 検討 し た。（s） 中央 に 無指 向性 の Gaussian 波 束 を 音 源 と

し て 与 え時間発展 を 計算す る こ とで 音の 拡 散 状態 を 評価 した。

　音圧 2 乗 分布 の 分 散 σ 呈と σ霧

璋 ＝〈（m
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を 定義す る．こ こ で ・Vo ＝（．r ＞，　yo ；（／u＞で あ る。それ らは 拡 散
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